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一般質問

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
現
役

世
代
が
経
済
的
に
弱
体
化
し
て

い
る
。
国
は
一
億
総
活
躍
社
会

や
地
方
創
生
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
が
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、

そ
の
根
本
に
置
く
べ
き
と
考
え

る
。
以
下
問
う
。

問	

任
意
事
業
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答	

民
生
部
長　
現
在
任
意

事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

県
内
で
実
施
し
て
い
る
市
な
ど

を
研
究
し
て
い
く
。

問	

周
知
の
あ
り
方
は
。

答	

民
生
部
長　
関
係
窓
口
、

社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ
、
福
祉

だ
よ
り
、
回
覧
文
書
な
ど
で
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

問	

よ
り
積
極
的
に
支
援
を
届

け
る
「
伴
走
型
」
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

答	

民
生
部
長　
生
活
困
窮

者
本
人
の
意
欲
や
自
己
決
定
を

大
切
に
し
、
経
済
自
立
だ
け
で

な
く
社
会
生
活
自
立
で
き
る
ま

で
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
を
。

問	

相
談
者
の
現
状
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
。
縦
割
り
を
排
し
包

括
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

市
の
対
応
は
。

答	
民
生
部
長　
相
談
者
に

負
担
の
か
か
ら
な
い
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
型
の
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
。

　

安
易
に
目
先
の
学
力
を
支
援

す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が

成
長
し
、
役
割
を
担
っ
て
い
く

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
広
角
的
に

見
た
上
、
効
果
の
高
い
学
習
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
以
下
問
う
。

問	
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ

る
世
帯
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
、
認
識
し
て
い
る
か
。

答	

民
生
部
長　
実
態
把
握

し
て
い
な
い
。

問	

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
支

援
な
ど
、
所
得
や
資
産
の
格
差

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答	

民
生
部
長　
県
の
「
ひ

と
り
親
家
庭
に
関
す
る
福
祉
制

度
」
を
活
用
し
対
応
。

　

医
療
費
は
親
子
共
に
無
料
。

問	

自
立
心
を
育
む
学
習
支
援

に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答	

民
生
部
長　
困
窮
世
帯

の
児
童
が
対
象
と
な
る
た
め
、

学
校
に
来
づ
ら
く
な
ら
な
い
か

配
慮
が
必
要
。
ま
た
学
力
だ
け

で
な
く
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
人
材
確
保
が
不
可
欠
と
な

る
。
こ
れ
ら
を
研
究
し
て
い
く
。

問	

総
括
的
に
市
長
の
見
解
を

問
う
。

答	

市
長　
貧
困
は
子
ど
も

自
ら
解
決
で
き
な
い
。
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
保
護
者
の
就
労
支
援

を
併
せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

問 

子
ど
も
の
貧
困
、連
鎖
断
ち
切
れ

答 

抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を
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答

自立心を育む
学習支援を

今後
研究していく
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